
























































































○寺尾（コメンテーター）      

今まで多くの方がお話しさ

れてきましたが、私も基本

的には考えていることは同

じです。まず、大きな特徴

というのは、土地を所有し

て林業経営を行っている組

織と、高根フロンティアクラブのような地域づくりをしている組織が全く――全くという

言い方は失礼ですが、別にあるということです。高根は、先ほど鈴木さんのご紹介にもあ

りましたが、集落面積が9,850haぐらいで、とても林地の多いところです。ただ、民有林

の多くが、広い意味での共有の形をとっています。生産森林組合が大体4,000ha、入会集

団の山業会が1,200ha、植林会が600haぐらい持っています。各々、自力造林や分収林経営

をしています。これと別に、地域づくりの組織をつくっていくわけですが、高根フロンテ

ィアクラブに山業会が土地を貸します。これは、先ほど出てきたひまわり畑に最初は使う

のですが、こういうふうに、土地所有をしている組織が、若い世代の組織に、空いている

土地だから使っていいよというふうに、土地を簡単に――簡単かどうかはあれですが、貸

してくれるという、ここが大きな一つの特徴かな。 

 高根には森林を共有する組織が多く、土地を持っている組織は、基本的に家単位で加入

している組織。これに対して、むらづくりの高根フロンティアクラブは個人加入の組織と、

きれいな対比をつくって全体として集落を運営しています。 

 これは、鈴木さんのお話の中に出てこなかったのですが、鈴木さんたちよりもさらに前

の世代は、シイタケづくりの組織を結成したと伺っています。 

 それから、このフロンティクラブの後に、今日、ご紹介がありました高根コミュニティ

ラボ「わぁら」ができてくるということで、代々高根では、これがなぜかがよくわからな

いのですが、さまざまな事業を新たに起こしていく組織が、土地を所有している組織と別

な形で結成されています。 

 ただ生産森林組合の名誉のために申し上げておきますが、高根生産森林組合は、今日、

新潟県の方もいらっしゃるので私が間違っていたら、後で訂正していただきたいのですが、

恐らく新潟県内で林業経営で黒字を出している、唯一か、もしかしたらほかに１つぐらい

あるかもしれませんが、そのぐらいすぐれた生産森林組合です。先ほど鈴木さんからも、
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鈴木さんが、高根に戻ってこられてフロンティアクラブの設立に関与されたころは、集落

内で林業従事者が40名ぐらいおられたという話がでましたが、現在でも生産森林組合は木

を切って黒字を出しております。 

 これが高根集落の基本的な構図です。したがって、むらづくりの組織が行う事業は、そ

のとき、そのときの経済社会事情に応じて、フロンティアクラブよりも前の時代では、お

そらくシイタケをつくると、先ほど畠山さんから大分県の１村１品の話が出たように、高

根では収益が上がるとお考えになってなさったと思います。能登谷さんたちが始めていら

っしゃるコミュニティラボ「わぁら」は、どちらかというと、むらの中の課題を解決する

方に向いているのは、今日の事情だと思います。 

 これはどういうことかという

と、むらづくりの組織の特徴と

して、特にフロンティアクラブ

あたりから、農家だけではなく

て非農家もあわせて一つのむら

づくりの組織をつくっているこ

とと、比較的世代ごとの構成を

とっていることですね。世代が

上がっていくと、生産森林組合の会員になったり、山業会の入会集団の一員になっていく

ので、若い世代でむらづくりをしていくということだと。 

 今日、農水省の企画の催物なので、少し刺激的に申しますと、フロンティアクラブにと

っては、集落の活性化が大事なのですね。したがって、そばのように、これは転作奨励作

物で高根でもだいぶつくるようになったわけですが、ＩＲＯＲＩのメニューの中にそば定

食として上がってきます。しまし、能登谷さんの紹介にあったピザ窯は、高根で小麦をつ

くってそれから小麦粉をつくり、それをピザ・クラストにしているわけではありません。

集落で楽しく暮らすことが大事で、どうしても集落のものを使わなきゃいけないという条

件づけはしていないというのも、このむらづくり組織の特徴です。 

 新そばが獲れたときの味覚祭というイベントに行くと、バームクーヘンもつくっていま

す。バームクーヘンを焼く時の芯にしている竹は、多分高根の中の竹林の竹を切ったもの

だと思いますが、小麦粉は高根産ではありません。このようなところが高根の比較的近く

から見て気付く特徴と思うところです。 
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 最初のお話はこのくらいにしておきます。 

○福与（コーディネーター） ありがとうございます。 

 今、先生から、もともとの地域の自治組織は、世帯単位に加入している土地所有者の組

織（オーナーズクラブ）であったということです。やはり、新たな活動を行うためには、

個人単位に加入し、しかも若く、世帯主ではない人たちが集う必要があったという点がは

っきりしたと思います。 

 それで、高根フロンティアクラブは、どちらかと言えば、行政に頼らず、自分たち自身

で地域づくりを進めてきたわけですが、とはいえ、色々な局面で、行政の力も借りるとい

う部分はあったかと思います。こういった高根フロンティアクラブによる地域づくりを、

行政の立場からどのようにお考えなのか、高橋市長からコメントをいただきたいと思いま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

○高橋（コメンテーター） まず、改めて、鈴木会長、能登谷さん、今回、天皇賞受賞、

本当におめでとうございます。「見事だな」の一言に尽きるのですが、さっき、会長のコ

ンテンツの中に、天皇杯を握りしめている子どもたちの姿がいっぱい載っていましたが、

子どもたちの記憶の中に残るという、これが非常に重要だなというふうに実は感じていま

す。 

 行政の立場からというお話でありますので、改めて申し上げますが、実は、先ほど来、

2000年を前後して、ワークショップで平場の議論を積み上げる形で高根のまちづくりを進

めてきたというお話、会長からもありますし、先生方からもそういったところに注視をし

ながらコメントをいただいているのですが、ちょうどその話のくだりの中にありました

「里創プラン」、これは新潟県が実施した「ニューにいがた里創プラン」事業というやつ

で、それぞれ県事業として資金が地域に投入されて、それをベースにしてまちづくりをど

う進めていこう。その手法として、中間支援組織。実は会長も構成員でありますが、私ど

も村上には、都岐沙羅パートナーズセンターという中間支援組織があります。そういった

組織を中心にして、それぞれ地域が抱えている課題とか思いとか、そういうものをどうい

うふうな形で表に出して、可視化をしてみんなで整理をして具体的なものにつなげていこ

うかという取組、これが2000年を前後して始まったのですね。これが私自身としては大き

な動き、ベースにあるものというふうに理解をしています。 

 それと同時に、これまで人口が減少する、地方の過疎化が進むという中で、農水省を初

めとして、多くの公的な支援も入りました。ですから、ここのところをどうしっかりとま

ちづくりに入れ込んでコーディネートしていくのかというところ、それを中間支援組織の

方々にコントロールをしていただいたというのがかなり大きかったのじゃないかなと私自

身は過去を振り返ってそんなふうな思いがあります。 

 それと同時に、先ほど会長の高根の構図の中にもありました。行政区ごとに、区長さん

だったり総代さんという重立ちがてっぺんにいて、それからそれぞれの世帯がピラミッド

型の構成をしているのですが、とかくそういう形で物事は整理をされて決定をされて動い

ていくのですが、高根の場合は、その方々が若い世代の意見もしっかりと聞き入れたとい

うのですかね。聞くことができる、そういう組織づくりができていたのだろうな。これが

多分対外的に外からの人の入り込みもウエルカムという状態をつくり上げてきたというと

ころに大きく実は寄与している。 

 これを実現できたのは何かというと、多分、今でも160世帯を超える550人の集落を構成

しているのですが、それだけの規模の体力というのもあったのですね。一行政区で職員を

雇用できる。職員がある意味その地域のコミュニティの行政分野を担う部分も、それをし

っかりと、集落と行政とをきちんと連携をさせる仕組みに活躍できる雇用者として存在す

るという、これは希有な状態だったと思います。 

 こうした大きな幾つかの視点があって、今あるのだろうと思っているのですが、行政と

してはそれを、どの地域にも、課題は違いますが、その中で高根の成功事例を入れると、

この地域にとってはそれが効果があるよねということは幾つもあると思うので、そんなと

ころをしっかりと連携をしながら、これからもご支援を申し上げていくことができれば、

村上市全体のまちづくりを前に進めることができるのだろうと思っておりまして、大いに

実は期待をしているところであります。 

 以上であります。 

○福与（コーディネーター） ありがとうございます。 

 重ねてお聞きして恐縮ですが、高根の事例から横展開していく点、学ぶべきものはいく

つもあるとは思うのですが、市長さんから見て、「この点は横展開しやすい点だ」という

ことや、「この点は高根じゃないと無理だよ」ということがあると思うのですが、それに

関して、もう少し詳しくお話ししていただければと思います。 

○高橋（コメンテーター） 高根で、今、能登谷さんもそうですが、来ていただいていま

すよね。移住して、魅力に引かれて、そこに定住をしていくというところまで到達してい

るわけです。これというのは高根でなければできなかったものかもしれませんが、そうい

― 40 ―

P00-54.indd   40P00-54.indd   40 2021/05/25   16:42:012021/05/25   16:42:01



 最初のお話はこのくらいにしておきます。 

○福与（コーディネーター） ありがとうございます。 

 今、先生から、もともとの地域の自治組織は、世帯単位に加入している土地所有者の組

織（オーナーズクラブ）であったということです。やはり、新たな活動を行うためには、

個人単位に加入し、しかも若く、世帯主ではない人たちが集う必要があったという点がは

っきりしたと思います。 

 それで、高根フロンティアクラブは、どちらかと言えば、行政に頼らず、自分たち自身

で地域づくりを進めてきたわけですが、とはいえ、色々な局面で、行政の力も借りるとい

う部分はあったかと思います。こういった高根フロンティアクラブによる地域づくりを、

行政の立場からどのようにお考えなのか、高橋市長からコメントをいただきたいと思いま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

○高橋（コメンテーター） まず、改めて、鈴木会長、能登谷さん、今回、天皇賞受賞、

本当におめでとうございます。「見事だな」の一言に尽きるのですが、さっき、会長のコ

ンテンツの中に、天皇杯を握りしめている子どもたちの姿がいっぱい載っていましたが、

子どもたちの記憶の中に残るという、これが非常に重要だなというふうに実は感じていま

す。 

 行政の立場からというお話でありますので、改めて申し上げますが、実は、先ほど来、

2000年を前後して、ワークショップで平場の議論を積み上げる形で高根のまちづくりを進

めてきたというお話、会長からもありますし、先生方からもそういったところに注視をし

ながらコメントをいただいているのですが、ちょうどその話のくだりの中にありました

「里創プラン」、これは新潟県が実施した「ニューにいがた里創プラン」事業というやつ

で、それぞれ県事業として資金が地域に投入されて、それをベースにしてまちづくりをど

う進めていこう。その手法として、中間支援組織。実は会長も構成員でありますが、私ど

も村上には、都岐沙羅パートナーズセンターという中間支援組織があります。そういった

組織を中心にして、それぞれ地域が抱えている課題とか思いとか、そういうものをどうい

うふうな形で表に出して、可視化をしてみんなで整理をして具体的なものにつなげていこ

うかという取組、これが2000年を前後して始まったのですね。これが私自身としては大き

な動き、ベースにあるものというふうに理解をしています。 

 それと同時に、これまで人口が減少する、地方の過疎化が進むという中で、農水省を初

めとして、多くの公的な支援も入りました。ですから、ここのところをどうしっかりとま

ちづくりに入れ込んでコーディネートしていくのかというところ、それを中間支援組織の

方々にコントロールをしていただいたというのがかなり大きかったのじゃないかなと私自

身は過去を振り返ってそんなふうな思いがあります。 

 それと同時に、先ほど会長の高根の構図の中にもありました。行政区ごとに、区長さん

だったり総代さんという重立ちがてっぺんにいて、それからそれぞれの世帯がピラミッド

型の構成をしているのですが、とかくそういう形で物事は整理をされて決定をされて動い

ていくのですが、高根の場合は、その方々が若い世代の意見もしっかりと聞き入れたとい

うのですかね。聞くことができる、そういう組織づくりができていたのだろうな。これが

多分対外的に外からの人の入り込みもウエルカムという状態をつくり上げてきたというと

ころに大きく実は寄与している。 

 これを実現できたのは何かというと、多分、今でも160世帯を超える550人の集落を構成

しているのですが、それだけの規模の体力というのもあったのですね。一行政区で職員を

雇用できる。職員がある意味その地域のコミュニティの行政分野を担う部分も、それをし

っかりと、集落と行政とをきちんと連携をさせる仕組みに活躍できる雇用者として存在す

るという、これは希有な状態だったと思います。 

 こうした大きな幾つかの視点があって、今あるのだろうと思っているのですが、行政と

してはそれを、どの地域にも、課題は違いますが、その中で高根の成功事例を入れると、

この地域にとってはそれが効果があるよねということは幾つもあると思うので、そんなと

ころをしっかりと連携をしながら、これからもご支援を申し上げていくことができれば、

村上市全体のまちづくりを前に進めることができるのだろうと思っておりまして、大いに

実は期待をしているところであります。 

 以上であります。 

○福与（コーディネーター） ありがとうございます。 

 重ねてお聞きして恐縮ですが、高根の事例から横展開していく点、学ぶべきものはいく

つもあるとは思うのですが、市長さんから見て、「この点は横展開しやすい点だ」という

ことや、「この点は高根じゃないと無理だよ」ということがあると思うのですが、それに

関して、もう少し詳しくお話ししていただければと思います。 

○高橋（コメンテーター） 高根で、今、能登谷さんもそうですが、来ていただいていま

すよね。移住して、魅力に引かれて、そこに定住をしていくというところまで到達してい

るわけです。これというのは高根でなければできなかったものかもしれませんが、そうい
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うことがどこの地域でも可能性としてはあるのだよという事例にはなるわけですよね。 

 これから人流をしっかりキャッチしていく、人の流れをキャッチしていくということが

多分重要になっていて、その中でも特に、ほかの地域でも、例えば、海岸線の山形県境の

山北地区というところもあるのですが、そこでも進められていますが、例えば、大学との

交流、これは非常に実は有益だなと思っておりますし、また、ＴＯＴＯさんが入っていら

っしゃいますが、ほかのところにも幾つかそういうアプローチはあるのですが、企業との

連携。今回、コロナ禍の中でありますから、多分そういうところはどんどん加速する可能

性がありますので、しっかりとした社会情勢の背景を踏まえながら、多分そのあたりを少

し後押しすると動き出すというところがいっぱいあるのだろうと思います。 

 あとは、地域起こし協力隊、また、集落支援員、これも国制度でありますが、こういっ

たものを存分に活用して、外からの知恵であったり工夫であったり、そういうものを受け

入れる、そういう環境づくりが高根にはあった。この成功した事例をよそで展開できれば、

そういうものがスムースにいくのだろうと思っております。 

○福与（コーディネーター） ありがとうございます。今、地域外の力とか、地域外の人

たちとの交流の中で、１つ例として挙がっていたのが大学との連携ということですが、こ

の点に関して、地元の大学の寺尾先生、お願いします。 

○ 寺尾 （コ メン テータ

ー） あまり固有名詞を

挙げてもどうかとは思っ

たのですが、鈴木信之さ

んが集落外との窓口は非

常に重要な役割を果たさ

れていて、鈴木さんがＵ

ターンということが大き

かったと思います。今、市長がおっしゃったように、外との交流、外から人が入ってきて

くださるということは重要なのですが、そうするための１つのきっかけは、Ｕターン者が

集落の中で大切にされる、頼りにされるような状況をつくることが重要かなと思います。 

 日本地域開発センターが発行している『地域開発』という雑誌の2010年の７月号に、

我々が高根に入って２～３年ぐらいしたところで、我々の当時の研究成果をまとめて発表

したのですが、そのときにもに鈴木さんに短い文章ですが、書いていただきました。当時、

鈴木さんはフロンティアクラブ副会長で集落のこともわかっていて、しばらく集落外に出

て外で勉強して働いて、集落外の感覚がわかった方が戻ってきて、集落の中でそれなりの

活動ができる。それが大学と結びつくことができた要因の1つです。 

 そのときに私が大学側でなぜ鈴木さんにお目にかかることができたかというと、私、実

は先ほど入会の話を少ししましたが、新潟県の入会林野整備コンサルタントという仕事を

引き受けていて、そんな縁もあって、先ほどお話ししたように、高根生産森林組合は、大

変優秀なので、高根を知るきっかけができました。幾つかの偶然はありますが、集落側と

してはＵターン者は非常に重要だと思います。 

○福与（コーディネーター） ありがとうございました。地域にとって、能登谷さんのよ

うなＩターンも大切ですが、Ｕターンもかなり大きな位置を占めており、高根フロンティ

アクラブが評価された点の一つだと私は考えています。鈴木さんご自身の経験を踏まえて、

フロンティアクラブでもいいですし、高根地区全体でもいいですが、Ｕターンの方々の地

域における位置づけをお話しいただければと思います。 

○鈴木（業績発表者） 私、一応はＵターンで、高校を出て、東京に４～５年行って、ま

た帰ってきたということで、なぜ帰ってきたかと言われると、母親に「帰ってきなさい」

と言われたから帰ってきたというのが実際のところあるのですが（笑）。 

 私自身、高根は大好きで、ここに帰ってきて、非常に居心地がよかったし、仲間もいた

というのが一番大きな部分で。我々の集落、我々の年代であれば、今、廃校になった学校

に９年間一緒に通った仲間たちが、集落の中に残っていたので、帰ってくれば、いろいろ

な話もできたり、若干先輩であっても普通につき合いができたというのが、非常に大きな

Ｕターンの原因だったかなと思っております。 

 今の若い人たちも幾らかずつは戻ってきているのですが、当然、長男の方々が戻ってき

ているというのが実際で、その子どもたちも、高根の集落内のコミュニティ、運動会であ

ったり、盆踊りがあったり、そういうものが継続してつながっていく中で、集落に帰って

くれば楽しみがあるというようなところが、Ｕターンの一番大きな原因だったかなと思っ

ています。 

 当然、我々も、Ｉターンというか、向こうから移住される方も、当然喜んでいるのです

が、Ｕターンの方々は、それ以上に喜んで受け入れてというのは当然ありました。 

 そういう中で、ただ、若者が今どういうふうな思いの中でＵターンしているかというの

は、多分能登谷のほうが一番よくわかるかなと思っていますので、その辺は能登谷に聞い
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うことがどこの地域でも可能性としてはあるのだよという事例にはなるわけですよね。 

 これから人流をしっかりキャッチしていく、人の流れをキャッチしていくということが

多分重要になっていて、その中でも特に、ほかの地域でも、例えば、海岸線の山形県境の

山北地区というところもあるのですが、そこでも進められていますが、例えば、大学との

交流、これは非常に実は有益だなと思っておりますし、また、ＴＯＴＯさんが入っていら

っしゃいますが、ほかのところにも幾つかそういうアプローチはあるのですが、企業との

連携。今回、コロナ禍の中でありますから、多分そういうところはどんどん加速する可能

性がありますので、しっかりとした社会情勢の背景を踏まえながら、多分そのあたりを少

し後押しすると動き出すというところがいっぱいあるのだろうと思います。 

 あとは、地域起こし協力隊、また、集落支援員、これも国制度でありますが、こういっ

たものを存分に活用して、外からの知恵であったり工夫であったり、そういうものを受け

入れる、そういう環境づくりが高根にはあった。この成功した事例をよそで展開できれば、

そういうものがスムースにいくのだろうと思っております。 

○福与（コーディネーター） ありがとうございます。今、地域外の力とか、地域外の人

たちとの交流の中で、１つ例として挙がっていたのが大学との連携ということですが、こ

の点に関して、地元の大学の寺尾先生、お願いします。 

○ 寺尾 （コ メン テータ

ー） あまり固有名詞を

挙げてもどうかとは思っ

たのですが、鈴木信之さ

んが集落外との窓口は非

常に重要な役割を果たさ

れていて、鈴木さんがＵ

ターンということが大き

かったと思います。今、市長がおっしゃったように、外との交流、外から人が入ってきて

くださるということは重要なのですが、そうするための１つのきっかけは、Ｕターン者が

集落の中で大切にされる、頼りにされるような状況をつくることが重要かなと思います。 

 日本地域開発センターが発行している『地域開発』という雑誌の2010年の７月号に、

我々が高根に入って２～３年ぐらいしたところで、我々の当時の研究成果をまとめて発表

したのですが、そのときにもに鈴木さんに短い文章ですが、書いていただきました。当時、

鈴木さんはフロンティアクラブ副会長で集落のこともわかっていて、しばらく集落外に出

て外で勉強して働いて、集落外の感覚がわかった方が戻ってきて、集落の中でそれなりの

活動ができる。それが大学と結びつくことができた要因の1つです。 

 そのときに私が大学側でなぜ鈴木さんにお目にかかることができたかというと、私、実

は先ほど入会の話を少ししましたが、新潟県の入会林野整備コンサルタントという仕事を

引き受けていて、そんな縁もあって、先ほどお話ししたように、高根生産森林組合は、大

変優秀なので、高根を知るきっかけができました。幾つかの偶然はありますが、集落側と

してはＵターン者は非常に重要だと思います。 

○福与（コーディネーター） ありがとうございました。地域にとって、能登谷さんのよ

うなＩターンも大切ですが、Ｕターンもかなり大きな位置を占めており、高根フロンティ

アクラブが評価された点の一つだと私は考えています。鈴木さんご自身の経験を踏まえて、

フロンティアクラブでもいいですし、高根地区全体でもいいですが、Ｕターンの方々の地

域における位置づけをお話しいただければと思います。 

○鈴木（業績発表者） 私、一応はＵターンで、高校を出て、東京に４～５年行って、ま

た帰ってきたということで、なぜ帰ってきたかと言われると、母親に「帰ってきなさい」

と言われたから帰ってきたというのが実際のところあるのですが（笑）。 

 私自身、高根は大好きで、ここに帰ってきて、非常に居心地がよかったし、仲間もいた

というのが一番大きな部分で。我々の集落、我々の年代であれば、今、廃校になった学校

に９年間一緒に通った仲間たちが、集落の中に残っていたので、帰ってくれば、いろいろ

な話もできたり、若干先輩であっても普通につき合いができたというのが、非常に大きな

Ｕターンの原因だったかなと思っております。 

 今の若い人たちも幾らかずつは戻ってきているのですが、当然、長男の方々が戻ってき

ているというのが実際で、その子どもたちも、高根の集落内のコミュニティ、運動会であ

ったり、盆踊りがあったり、そういうものが継続してつながっていく中で、集落に帰って

くれば楽しみがあるというようなところが、Ｕターンの一番大きな原因だったかなと思っ

ています。 

 当然、我々も、Ｉターンというか、向こうから移住される方も、当然喜んでいるのです

が、Ｕターンの方々は、それ以上に喜んで受け入れてというのは当然ありました。 

 そういう中で、ただ、若者が今どういうふうな思いの中でＵターンしているかというの

は、多分能登谷のほうが一番よくわかるかなと思っていますので、その辺は能登谷に聞い
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ていただければと思います。 

○福与（コーディネーター） では、能登谷さん、お願いします。 

○能登谷（業績発表者） 私も高根のＵターンがとても多いというのはどうしてなのだろ

うというのを、学生時代通っていたときからずっと気になっていたところなのですが、実

際、若い人たちと話してみると、一番は「高根が好き」という思いがあるというところだ

なと思っています。何で高根が好きなのだろうというのを掘り下げて聞いてみると、20代

後半から30代ぐらいの世代は、ぎりぎり高根小学校、今、廃校になってしまっていますが、

廃校になる前の小学校に通っていた子どもたち世代なのですね。高根小学校があったとき

には、小学生たちが集まるＰＴＡ行事もたくさん地域で行われていたし、学校の授業で算

数でも理科でも社会でも、みんな地域の中に出て行って、地域の人たちから話を聞いたり

だとか、地域の人たちから学ぶという機会があったので、自分は高根の人たちみんなに育

ててもらったという感覚があるのだという話をしてくださいました。 

 なので、そういった教育があったからこそ、高根に帰ってきやすかった、高根に帰りた

いというふうに思えたのではないかなと思いますし、私たちＩターン者にとっても、Ｕタ

ーンの方たちというのはとても心強い存在でして、高根の中にある、それこそ明文化され

ていない暗黙のルールみたいなものを、私たちでは気づけないところが、一旦外に出てい

る皆さんが、こういうところはこういうふうにしたほうがいいよとか、いろいろ行事のこ

とですとか、屋号のことですとか、家同士のこととか、そんなことを私たちに丁寧に教え

てくださって、地域の方たちとの間を取り持ってもらっていますので、Ｕターンの方たち

がいてくださるというのは、私たちＩターンにとってもとても大きなことだなと感じてい

ます。 

○福与（コーディネーター） ありがとうございます。 

 次に、取組について、少し具体的なお話をお聞きします。高根の取組として耳新しいも

のとして「準村民制度」があります。能登谷さんでも、鈴木会長でもどちらでも結構です

が、「準村民制度」が、いま、どのように進められているのか、お話しいただければと思

います。 

○能登谷（業績発表者） では、私から説明させていただいたので、画面共有してもいい

でしょうか。 

○福与（コーディネーター） お願いします。 

○能登谷（業績発表者） 「準村民制度」というのが、高根に住んでいなくても、高根の

一員として、高根の温かい人のつながりを感じながら支え合い、笑い合える仲間、「たか

ねびと」という制度を始めました。これを立ち上げたきっかけというのが、私たちはＩタ

ーン、移住していますが、高根がこれから未来を考えていくに当たって、移住だけが全て

ではないと感じたのです。高根との多様なつながり方を提案して、都市部に住みながら、

高根に自分がかかわりたい方法でかかわっていける、そんな仕組みができれば、笑顔の輪

を広げていって、高根の魅力を未来につなげていくことができるのではないかと思って、

準村民制度を立ち上げました。 

 簡単に中身をご説明すると、3,000円から１万円ぐらいのふるさと会員みたいな制度と

いうふうに考えていただければいいのですが、年会費を払うと、高根に宿泊できる宿泊券

だったりとか、お米だったりとか、高根暮らしが体験できるチケットというのがプレゼン

トされます。そして、その「たかねびと」になってくださった皆さんには、高根で田植え

とか天体観測とか、高根の中の暮らしがわかるような、わくわくするミッションに挑戦し

てもらって、そのミッションをクリアしていくと、だんだんポイントがたまって、「たか

ねびと」レベルというのが上がっていって、高根と自分とのかかわりが可視化されるとい

うような仕組みがつくられています。 

 この仕組みを使えば、移住するというのを目標にしてではなくて、高根といろいろな形

でかかわってもらう。都会に暮らしながら、月に１回高根に来るのでも、年に１回高根に

来るのでもいいですし、お米を買うだけでもいいですし、多様なつながり方をしながら、

高根を応援してもらいたいという思いで「たかねびと」という準村民制度を立ち上げまし

た。 

○福与（コーディネーター） 現段階はどんな感じですか。実態としては。 

○能登谷（業績発表者） それが、ちょうどこれを始めたときがコロナ禍で、なかなか来

てくださいというのが難しい状況になってしまっていたので、今、実施しているのは、高

根のお米の販売ですとか、あと、高根の山菜をこちらからお送りして、オンラインでその

山菜を使った料理教室を行ったり、あと、こちらから高根のおつまみを送って、一緒にオ

ンライン飲み会をしたり、そんなような活動をしているのですが、もう少し人の行き来が

できるようになったら、高根のおじいちゃん、おばあちゃんたちに先生になってもらって、

高根暮らしが体験できるような機会をもっとつくっていきたいなと思っています。 

○福与（コーディネーター） わかりました。 

 今、高根のいろいろな産物の話が出ました。先ほど、寺尾先生からは、地域づくりと農
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ていただければと思います。 

○福与（コーディネーター） では、能登谷さん、お願いします。 

○能登谷（業績発表者） 私も高根のＵターンがとても多いというのはどうしてなのだろ

うというのを、学生時代通っていたときからずっと気になっていたところなのですが、実

際、若い人たちと話してみると、一番は「高根が好き」という思いがあるというところだ

なと思っています。何で高根が好きなのだろうというのを掘り下げて聞いてみると、20代

後半から30代ぐらいの世代は、ぎりぎり高根小学校、今、廃校になってしまっていますが、

廃校になる前の小学校に通っていた子どもたち世代なのですね。高根小学校があったとき

には、小学生たちが集まるＰＴＡ行事もたくさん地域で行われていたし、学校の授業で算

数でも理科でも社会でも、みんな地域の中に出て行って、地域の人たちから話を聞いたり

だとか、地域の人たちから学ぶという機会があったので、自分は高根の人たちみんなに育

ててもらったという感覚があるのだという話をしてくださいました。 

 なので、そういった教育があったからこそ、高根に帰ってきやすかった、高根に帰りた

いというふうに思えたのではないかなと思いますし、私たちＩターン者にとっても、Ｕタ

ーンの方たちというのはとても心強い存在でして、高根の中にある、それこそ明文化され

ていない暗黙のルールみたいなものを、私たちでは気づけないところが、一旦外に出てい

る皆さんが、こういうところはこういうふうにしたほうがいいよとか、いろいろ行事のこ

とですとか、屋号のことですとか、家同士のこととか、そんなことを私たちに丁寧に教え

てくださって、地域の方たちとの間を取り持ってもらっていますので、Ｕターンの方たち

がいてくださるというのは、私たちＩターンにとってもとても大きなことだなと感じてい

ます。 

○福与（コーディネーター） ありがとうございます。 

 次に、取組について、少し具体的なお話をお聞きします。高根の取組として耳新しいも

のとして「準村民制度」があります。能登谷さんでも、鈴木会長でもどちらでも結構です

が、「準村民制度」が、いま、どのように進められているのか、お話しいただければと思

います。 

○能登谷（業績発表者） では、私から説明させていただいたので、画面共有してもいい

でしょうか。 

○福与（コーディネーター） お願いします。 

○能登谷（業績発表者） 「準村民制度」というのが、高根に住んでいなくても、高根の

一員として、高根の温かい人のつながりを感じながら支え合い、笑い合える仲間、「たか

ねびと」という制度を始めました。これを立ち上げたきっかけというのが、私たちはＩタ

ーン、移住していますが、高根がこれから未来を考えていくに当たって、移住だけが全て

ではないと感じたのです。高根との多様なつながり方を提案して、都市部に住みながら、

高根に自分がかかわりたい方法でかかわっていける、そんな仕組みができれば、笑顔の輪

を広げていって、高根の魅力を未来につなげていくことができるのではないかと思って、

準村民制度を立ち上げました。 

 簡単に中身をご説明すると、3,000円から１万円ぐらいのふるさと会員みたいな制度と

いうふうに考えていただければいいのですが、年会費を払うと、高根に宿泊できる宿泊券

だったりとか、お米だったりとか、高根暮らしが体験できるチケットというのがプレゼン

トされます。そして、その「たかねびと」になってくださった皆さんには、高根で田植え

とか天体観測とか、高根の中の暮らしがわかるような、わくわくするミッションに挑戦し

てもらって、そのミッションをクリアしていくと、だんだんポイントがたまって、「たか

ねびと」レベルというのが上がっていって、高根と自分とのかかわりが可視化されるとい

うような仕組みがつくられています。 

 この仕組みを使えば、移住するというのを目標にしてではなくて、高根といろいろな形

でかかわってもらう。都会に暮らしながら、月に１回高根に来るのでも、年に１回高根に

来るのでもいいですし、お米を買うだけでもいいですし、多様なつながり方をしながら、

高根を応援してもらいたいという思いで「たかねびと」という準村民制度を立ち上げまし

た。 

○福与（コーディネーター） 現段階はどんな感じですか。実態としては。 

○能登谷（業績発表者） それが、ちょうどこれを始めたときがコロナ禍で、なかなか来

てくださいというのが難しい状況になってしまっていたので、今、実施しているのは、高

根のお米の販売ですとか、あと、高根の山菜をこちらからお送りして、オンラインでその

山菜を使った料理教室を行ったり、あと、こちらから高根のおつまみを送って、一緒にオ

ンライン飲み会をしたり、そんなような活動をしているのですが、もう少し人の行き来が

できるようになったら、高根のおじいちゃん、おばあちゃんたちに先生になってもらって、

高根暮らしが体験できるような機会をもっとつくっていきたいなと思っています。 

○福与（コーディネーター） わかりました。 

 今、高根のいろいろな産物の話が出ました。先ほど、寺尾先生からは、地域づくりと農
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林漁業の振興は別だという話も出ていますが、ある程度は、会を回していくためには、そ

れなりにお金を生まないといけないかなと思います。一般的には６次産業化が取り組まれ

ることが多いわけですが、高根の場合はどんなことに今取り組んでいるのか、補足してく

ださい。 

○鈴木（業績発表者） ６次産業化ということで、我々、廃校利用の当初から、加工場を

つくりました。食堂のほかに、イワナの燻製の加工場と、山菜の燻製の加工場ということ

でやったのですが、山菜の加工場がなかなかうまく回らなかったというのが１つあります。

イワナの燻製については、我々の仲間というか、会員が、イワナを養殖されていたので、

それを活用して少し進めてきました。ただ、それもそれほどの利益が上がらないのは確か

でした。 

 現在、６次産業化という自体が、我々としても非常にどうなのかなというところも１つ

あって、今現在、農業というか、生産して、それを加工するまでの人間が地域の中にそれ

ほどいません。それだったら、生産のほう中心に行うほうがいいのではと思っています。

減反政策の中でそば栽培をやっていますので、その辺を会員で作業をやって、作業の部分

で幾らか浮いたお金を会の資金としていろいろな形で回しているのが実際です。もう一つ

は、それをＩＲＯＲＩで使うことで、流れ的にはそんな形でそば栽培が大きな部分です。 

 あとは、先ほど言ったどぶろくになるのですが、どぶろく自体は、一応、年間400～500

リットルを売っています。フロンティアは実際には任意団体なので、フロンティア自体で

売ることにならなくて、私自身が生産、販売している形になっています。その辺が今後の

課題です。そのような形で、なかなか６次産業化までは手が回っていないのが実際です。 

○福与（コーディネーター） 無理して６次産業化すると、せっかくの地域づくりが行き

詰まってしまう可能性もあるかもしれませんが、今後いろいろ期待させていただきたいと

思います。 

 具体的なことでお聞きしたいことがまだ山ほどあるのですが、時間が迫ってきました。

やはり「高根が好きだ」ということで、Ｕターン者、Ｉターン者がそれなりにいるという

ことを見ても、どこに高根の魅力があるのかという点が知りたいところです。すでにお話

しいただいたかもしれませんが、村上市の高橋市長からと、電話取材された畠山委員から、

もう一度高根の魅力を語っていただければと思うのですが、よろしくお願いします。 

○高橋（コメンテーター） 今も、鈴木会長、また能登谷さんからいろいろ話を聞かれて、

皆さんも、ああ、こういうコミュニティなのだというのは大まかにイメージができている

と思うのですが、まさにそういった日常的な取組を着実に積み上げてきた。それを集落全

体で受け入れてきたというのが高根の魅力であり、高根の力なのだろうと実は思って聞い

ていました。ちょっと抽象的な言い回しになって申しわけないのですが。 

 その中で特に、先ほどちょっと触れたのですが、高根の集落の規模感と言うのですかね。

確かに、雪も多いし、大変なのです。高低差もある集落なので、生活するにはなかなか大

変なのですが、であるがゆえに、隣近所の皆さんがしっかりとサポート体制をつくろうと

しなくてもできているという歴史をずっと重ねてきた。160世帯、550人を超える集落の規

模感というのが非常に大きいなというのと。 

 山を中心にした産業そのものについて、これは基盤がしっかりしていることですね。ベ

ースにそういうものがあって、その中でしっかりと連携をしてきているという、これまで

の歴史があるのだと思います。 

 加えて、そこのところに新たなそういった改善が吹き込まれたとき、Ｉターンとか、そ

ういうものが発生したときに、しっかりそれを受けとめられるだけの体力が、これまで成

熟をしてつくり上げられてきたのだろうと思っています。 

 今、皆さん、鈴木さんも能登谷さんも、いろいろな形でお話をして、なるほど、すごい

なというイメージをお持ちかもしれませんが、それと同じぐらいに大変なこともいっぱい

あるのですね。それを乗り越えてきたからこそ今があって、また、乗り越えるためには、

地域の皆さんの協力が絶対なければ、やさしくそれを受けとめていただける、先ほどの電

子レンジの話ではないですが、そういうふうな意識が常に醸成されていることが高根の魅

力なのだろうと思っています。 

 村上市内には227の集落があるのですが、多くの集落、全部の集落ということだろうと

思うのですが、少なからずそういうものがあります。ですから、そういうところが、今、

動いていないところ、機能していないところに、高根のそういった機能させることができ

たという知恵であったり、具体的な事例をそこにポンと当てはめてあげるだけで、しっか

りとそういうものが動き出すことになるのかなと思っております。 

 ただ、高根もそれこそフロンティアスタートから20年を超える時間がかかるわけですね。

この時間を我々行政としてはどれだけ短縮できるかというところにも実は知恵を出してい

く必要があるだろうと思います。成功事例を速やかに成功体験につなげることができるよ

うなものにしていく。そのためには、鈴木さん、能登谷さんに、これからもいっぱい力を

貸してもらいたいと思っています。 
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